越前町合併浄化槽設置工事仕様書
１．目的
　この仕様書は、越前町合併浄化槽設置整備事業により補助金交付決定を受けた合併処理浄化槽設置工事（以下、「本工事」という）に適用し、工事の適正な質の確保を図ることを目的とする。
２．一般的事項
（１）浄化槽工事事業者は、本工事を行うに当たり、浄化槽法、条例および規則、その他設置工事に関する法規（国、県等の通達および要綱を含む）を順守して工事の安全ならびに円滑な施工を図ること。
（２）本基準に記載のない事項については、工事着工前に町担当者と協議を行い承認を得ること。
３．設置工事
（１）掘削工事　　　　設置場所や流入、流出の方向を確認し、浄化槽仕様書や図面に基づき、必要な
広さ、深さまで掘削すること。
（２）床堀　　　　　　所定の深さに掘削したら、底面を均し、幅・長さ・深さの確認を行う。
（３）基礎砕石　　　　割栗石または砕石を敷き均し十分点圧を行い、厚さは100mm以上を確保する。
（４）捨てコンクリ　　捨てコンクリート50ｍｍを打設する。
（５）下部スラブ　　　型枠を組み立てた後に配筋（D13mm・＠200mm・かぶり40mm）を行い、コ
ンクリート厚さ、150mmを打設する。
　　　　　　　　　　　車が通る場所等上部に荷重がかかる場合は、コンクリート厚さを200mmとし
　　　　　　　　　　鉄筋はダブル配筋とする。
　　　　　　　　　　　配筋には必ずスペーサーを設置すること。
　　　　　　　　　　　基礎コンクリートの設計基準強度は21N/mm2、スランプ8cmとする。
　　　　　　　　　　　強度を確保するため、コンクリートの養生期間を３日間以上設け、町担当者の
確認を受けること。
（６）浄化槽据付　　　基礎コン上部の清掃を十分に行い、突起物等のないことを確認し設置すること。
また、流入管・放流管底のレベルの確認や、本体の水平確認を行うこと。
（７）埋め戻し　　　 埋め戻しは、槽内に半分程度注入し漏水がないか確認した後、石などの混入して
いない良質土または砂で行うものとし、厚さ30cm程度ずつ周囲を均等に突き固め、
水締めを行う。
（８）上部スラブ　　 型枠を組み立てた後に配筋（D13mm・@200mm・かぶり40ｍｍ）を行い、コ
ンクリート100mm以上を打設する。（配筋には必ずスペーサーを設置すること。）
ただし、車両等による荷重がかかる場合は、コンクリート厚さ200mm以上とし、
必要に応じ支柱等による補強の検討を行うこと。（支柱を立てる場合はダブルに定
着させること。また、フープ筋はD10とし、間隔は150mmとする。）
　　　　　　　　　　 マンホール蓋の開口部には、補強筋を入れること。
（９）嵩上げ　　　マンホールの嵩上げ髙は概ね300mmを上限とし、それ以上はピット構造とするこ
と。
（１０）放流管施工　　側溝等へ放流管を接続する場合は、漂流物が引っかからないよう、できる限り
側面に合わせてカットすること。側面の穴はコンクリート等にて確実に補修する
こと。
（１１）ブロワ工　　　ブロワ据付位置は、次の点に留意して設置者と協議して選定すること。
・送風管の距離ができるだけ短い場所を選定し、規定の送風量が確保できるも
のとする。
・保守点検が容易な場所とする。
・接地工事（アース）は確実に施工すること。
３．工事写真
　①着工前　　　　施工位置及び全景が把握でき、浄化槽整士が工事を実地に監督していることを証す
る写真。（１枚）
　②掘削　　　　　掘削中、掘削完了の写真（２～３枚）
　③基礎砕石　　　砕石・点圧状況及び砕石・点圧完了（厚さ10cm以上が確認できるもの）の写真
（２～３枚）
　④基礎工事　　　配筋完了及び、基礎コン完了（コンクリート厚のわかるスケールとともに写す）の
写真。（２～３枚）
　⑤浄化槽本体　　メーカー、型式、人槽がわかるもので、浄化槽整備士が監督していることを証する
写真。（１枚）
　⑥据付工事　　　水平確認、水張状況の写真（１～２枚）
　⑦埋設工事　　　砂埋、水締、点圧状況の写真（１～３枚）
　⑧上部スラブ　　上部配筋及び上部スラブ写真（コンクリート厚のわかるスケールとともに写す）の
写真。（２～３枚）
　⑨嵩上げ　　　　マンホールの蓋の高さから、バルブ等の上部までのスケールをあてた写真（１枚）
　⑩放流先　　　　浄化槽放流水の放流口と放流水路の水位差が逆流の恐れがないように適切に保たれ
ていることがわかる写真。（１枚）
　⑪ブロワ設置　　ブロワの設置状況のわかる写真（１枚）
　⑫完成　　　　　浄化槽の全景がわかる写真（１枚）
